
    

余命１年と宣告された余命１年と宣告された
転移性前立腺がんを転移性前立腺がんを
内臓調整で克服！！内臓調整で克服！！

H17/3 　体験発表

　　　　＊講座の録音・録画はご遠慮下さい
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広範囲な前立腺がんの転移のある場合

 平均生存期間は２年半

 治療法はホルモン療法のみ

 ホルモン療法は２年・早くて１年で効果が
なくなる

 ホルモン不応性前立腺がん

　　　　　　　　余命１年

　　効果のある治療法がない



  

ホルモン療法の副作用

ホットフラッシュ症状

　　突然のほてりと発汗・不眠・集中力の低下・狭心症・心筋梗塞
　　　

　　脳梗塞・肺梗塞・性機能障害・女性化乳房・胃腸障害・

　　筋力低下・骨そしょう症等

　　　　　　　　　　　　　　　支社長の激務ができない

　　　　　　本人の一番の希望がなくなる



  

　　　　　ホルモン注射



  



  

    永瀬さんの治療経過　　　
　　　　　　　　　　                               　S２１．１０／９生まれ

病院での経過 測定
日
付

PSA基準値
０～4.0

たまごビル来院による経過

H13 7/25 人間ドッグ

8/10 K大学病院通院開始

8/10 CT　肺がん

11/19 内視鏡・生検（細胞診）
腺がんと診断

11/30 ９．１

12/6 前立腺がんと診断 12/６ １１

12/26 たまごビル通院開始
●治療方針の決定
●内臓調整開始

12/27 骨シンチ検査

12/28 ホルモン注射開始

12/29 ホルモン剤服用開始



  

H14 1/6 妻　　指導　カウンセリング

1/19 再燃・ホルモン療法中止提案

1/25 ２・４（15
回）

2/13 ホルモン療法中止提案

2/22 担当医・劇的効果に驚く 2/22 ０・３（20
回）

2/22 本人より担当医に、
錠剤中止の申し入れ

3/15 ホルモン剤服用中止 3/22 ０・３

4/19 ０・２

5/17 ０．２ 5/17 本人より担当医に、
ホルモン注射中止の申し入れ

7/19 ホルモン注射中止 7/19 ０．２

12/9 １．８



  

H15 2/20 ２．１

7/14 ３．０

12/22 ２．６

H16 8/5 ３．６６

9/30 ２．６７

H17 1/31 ２．４６

3/12 体験発表

●　PSA  １１が、２０回目の内臓調整によって
       ＰSA  ０．３に劇的に数値が下がっていることがわかります。
●　前立腺がんで転移が明らかな場合、ホルモン療法を行って平均生存期間は二年半です。
●　現在、ホルモン療法を完全に中止した状態で三年半、副作用に苦しむこともない状態です
       ＰＳＡの基準値も正常です.　       　　　　　　　     
●　ご本人の一番の目標であった、大阪支社長への社会復帰もはたすことができました。



  

たまご理論に基づく健康体の三原則

 頭寒足熱

　　手足が温かく、頭が冷えて、顔のむくみ、ほてりのない状態。

 上虚下実
　　　上腹部が下腹部より少し低く、上腹部を圧迫しても痛くなくへこみ、

　　　手を離すとすぐに元に戻る。下腹部は圧迫してもへこまず、

　　　痛くない状態。

 正姿勢
　　　生理的なＳ字状の湾曲があり、肩・腰・膝・足等に余分な力が

　　　はいっていない状態。
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体温度 頭部 足

Ｈ１３

１２／２６
３３・８

右　２６・１

左　２５．８

Ｈ１７

３／１１
３１．８

右　３０・１

左　３０・４

内臓調整により体内の循環がよくなり、

　　　　　　　　「頭寒足熱」の状態に近づいている



  

消化管の運動機能

 くちびる

 口腔

 食道

 胃

 小腸

 大腸

 肛門



  

命を保つ要素との関係

 取り込み・消化・吸収・排泄
 呼吸　（内・外呼吸）
 人体力学　（重力への対応）
 体液の循環　（血液・組織内外・間液・リンパ液・分泌液）

 生化学
 自律神経系
 ホルモン
 免疫
 皮フ



  

免疫疾患

 シェーグレーン
　　　　　　症候群
 ベーチェット病
 重症筋無力症
 クローン病
 潰瘍性大腸炎
 アトピー性皮膚炎

 膠原病

 強皮症

 喘息

 ガン

 その他
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たまご理論にもとづく　内臓調整の効果

現代医学
たまご理論にもとづく

内臓調整

治療前　PSA 11 PSA 0.3　(20回の内臓調整）

ホルモン療法１～２年で再発
内臓調整のみで正常値

再発なし

転移性の前立腺がん

再発後１年で死亡

再発なく元気で

現在３年半生存中

副作用あり
性機能障害・女性化乳房化

筋力低下・循環障害等

副作用全くなし

日常生活に支障あり 病気前より元気になり、

１年で大阪支社長の激務に復帰


